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二
月
二
一
日
に
栃
木
県
足
利
市
で
発
生
し

た
山
火
事
で
は
両
崖
（
り
ょ
う
が
い
）
山
周

辺
の
森
林
約
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
焼
け
、
九
日

後
の
三
月
一
日
に
鎮
圧
さ
れ
ま
し
た
。 

火
災
発
生
翌
日
の
二
月
二
二
日
栃
木
県
知

事
か
ら
第
十
二
特
科
隊
長
に
対
し
て
空
中
消

火
に
つ
い
て
の
災
害
派
遣
要
請
が
あ
り
、
陸

上
自
衛
隊
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
情
報
収

集
及
び
空
中
消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

二
二
日
～
二
三
日
は
陸
上
自
衛
隊
第
一
二

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊
（
相
馬
原
）
の
Ｃ
Ｈ―

４

７ 

四
機
で
、
二
四
日
か
ら
は
第
一
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
団
（
木
更
津
）
の
Ｃ
Ｈ―

４
７ 

四

機
を
増
援
し
、
最
大
八
機
の
Ｃ
Ｈ―

４
７
で

三
月
一
日
ま
で
に
延
べ
四
〇
二
回
（
約
二
〇

〇
二
ト
ン
）
の
放
水
を
行
い
、
三
月
三
日
栃

木
知
事
県
知
事
か
ら
の
災
害
派
遣
撤
収
要
請

を
受
け
、
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。 

◆
Ｃ
Ｈ―

４
７
◆ 

 
 
 

 

Ｃ
Ｈ―

４
７
は
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ー
イ
ン

グ
・
バ
ー
ト
ル
社
（
現
ボ
ー
イ
ン
グ
・
ロ
ー

タ
ー
ク
ラ
フ
ト
・
シ
ス
テ
ム
社
）
で
開
発
さ

れ
た
タ
ン
デ
ム
ロ
ー
タ
ー
式
の
大
型
輸
送
用
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
。
陸
上
自
衛
隊
で
は
Ｃ
Ｈ―

４
７
Ｊ
を
一
九
九
五

年
（
平
成
七
年
）
ま
で
に
三
五
機
を
導
入
。
平
成
七
年
の

３
５
号
機
か
ら
は
川
崎
重
工
の
改
良
型
で
あ
る
Ｃ
Ｈ―

４
７
Ｊ
Ａ
を
調
達
。
二
〇
二
〇
年
三
月
末
時
点
の
陸
上

自
衛
隊
の
Ｊ
型
、
Ｊ
Ａ
型
の
保
有
数
は
五
三
機
。（
※
ウ

ェ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

千
葉
県
隊
友
会
は
二
月
二
八
日
、
佐
々
木
木
更
津
支

部
長
と
小
柴
理
事
役
が
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
団
を
訪
問

し
、
隊
員
を
激
励
す
る
と
と
も
に
栄
養
ド
リ
ン
ク
二
五

〇
本
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

新
会
長 

神
原 

誠
司
（
元
陸
自
） 

 

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
闘
病
中
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

          

§新 会 長§ 

隊
友
千
葉
だ
よ
り
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さ
て
、
こ
の
度
、
安
達
孝
昭
会
長
の
後
任
と
し
て
、
千

葉
県
隊
友
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
図
ら
れ
つ
つ

あ
る
中
、
我
が
国
周
辺
の
国
際
情
勢
は
緊
張
を
増
し
、
県

内
に
お
い
て
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
各
種

災
害
派
遣
と
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
役
割
は
、
益
々
増
す

ば
か
り
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
のŌ

B

か
ら
な
る
隊
友
会
は
、
ま
ず
、
自
衛
隊
と
住
民
の
皆
様
と

の
懸
け
橋
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
更
に
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
後
顧
の
憂
い
な
く
各
種
活
動
・
訓
練
等
に
従
事

で
き
る
よ
う
家
族
支
援
な
ど
隊
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
千
葉
県
隊

友
会
約
３
千
名
の
皆
様
と
共
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

隊
友
会
長
と
い
う
何
分
に
も
身
に
余
る
重
責
で
あ
り

ま
す
が
、
隊
友
会
の
充
実
の
た
め
『
一
意
専
心
』
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
、
ご
指
導
・
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾
＾ 

 
 
 
 
 

新
副
会
長 

菊
池 

聡
（
元
海
自
） 

 

千
葉
県
隊
友
会
会
員
及
び
在
所
自
衛
隊
隊
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
日
向
参
与
の
後
任
と
し
て

千
葉
県
隊
友
会
副
会
長
を
拝
命
し
た
菊
地
で
す
。
神
原

会
長
を
し
っ
か
り
と
支
え
千
葉
県
隊
友
会
を
盛
り
立
て

て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

令
和
元
年
八
月
に
退
官
し
て
六
年
ぶ
り
に
二
十
四
回

目
の
引
っ
越
し
を
経
て
千
葉
県
民
と
な
り
ま
し
た
。
在

職
中
の
千
葉
で
の
勤
務
は
、
固
定
翼
戦
術
航
空
士
課
程

学
生
期
間
の
み
と
な
り
風
任
せ
の
風
来
坊
で
し
た
。
習

志
野
支
部
に
所
属
し
、
隊
友
会
本
部
常
務
執
行
役
を
兼

任
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
会
勢
拡
大
事
業
担
当
と

な
り
ま
し
た
の
で
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
一
月
か
ら
開
始
さ

れ
た
自
衛
官
定
年
延
長
の
影
響
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
部
隊
に
お
け
る
面
会
自
粛
も
あ

り
、
入
会
者
数
は
昨
年
度
比
で
全
国
で
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。
千
葉
で
も
会
員
の
減
少
と
高

齢
化
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

下
、
各
種
事
業
も
中
止
と
せ
ざ
る
を
得
ず
厳
し
い
環
境

が
続
き
ま
す
が
、
隊
友
会
と
い
う
素
晴
ら
し
い
組
織
を

後
輩
に
繋
ぐ
べ
く
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

県
隊
友
会
は
、
令
和
三
年
四
月
十
六
日
、

「
千
葉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て

令
和
三
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。 

総
会
に
は
支
部
長
、
支
部
代
理
人
、
授
賞
者
、

県
理
事
役
等
六
十
一
名
が
出
席
し
た
。
議
長

（
石
橋
支
部
長
）
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
上
程

さ
れ
た
平
成
二
年
度
事
業
・
会
計
報
告
、
令
和

三
年
度
事
業
・
予
算
計
画
、
役
員
交
代
の
５
個

議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
た
。
引
続
き
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
会
員
十
二
名
が
会
長
か
ら
表

彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
総
会
終
了
後
、

千
葉
地
方
協
力
本
部
長 

大
山
康
倫
一
等
海

佐
か
ら
募
集
援
護
の
近
況
等
を
含
め
て
御
挨

拶
を
頂
い
た
。
ま
た
、
日
本
安
全
保
障
戦
略
研

究
所 

上
席
研
究
員
、
隊
友
会
本
部
執
行
役

「
矢
野
一
樹
氏
」
に
よ
り
「
中
国V

S

日
米
同

盟
（
日
本
の
採
る
べ
き
戦
略
的
方
向
性
」
を
演

題
と
し
て
防
衛
講
話
を
実
施
し
た
。 

 
 

 

§新副会長§ 

☆事務局からのお知らせ☆「令和３年度通常総会開催」 
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問
：
さ
っ
き
栃
木
県
の
山
火
事
で
陸
上
自
衛
隊
が
災
害

派
遣
を
行
っ
た
っ
て
記
事
が
あ
っ
た
け
ど
、
自
衛

隊
は
年
間
ど
れ
く
ら
い
災
害
派
遣
に
出
て
る
の
？ 

答
：
平
成
三
十
年
度
の
災
害
派
遣
件
数
は
四
四
三
件
、
総

派
遣
人
員
は
延
べ
約
一
一
九
万
人
。
そ
の
う
ち
、
大

規
模
な
災
害
派
遣
と
し
て
、
①
平
成
三
〇
年
七
月

豪
雨
に
係
る
災
害
派
遣
、
②
平
成
三
〇
年
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
係
る
災
害
派

遣
、
③
山
林
火
災
に
係
る
災
害
派

遣
及
び
④
豚
コ
レ
ラ
に
係
る
災
害

派
遣
を
行
っ
た
ん
だ
。 

災
害
派
遣
回
数
の
中
で
は
急
患
輸

送
が
一
番
多
く
て
三
三
四
件
で
全

体
の
約
七
五
％
を
占
め
て
る
ん
だ

よ
。 

あ
と
、
延
べ
約
一
一
九
万
人
と
い

う
総
派
遣
人
員
は
、
東
日
本
大
震

災
の
時
の
災
害
派
遣
以
降
で
最
大

規
模
に
な
っ
た
ん
だ
。 

平
成
二
一
年
以
降
二
九
年
ま
で
自

衛
隊
は
毎
年
五
〇
〇
件
を
超
え
る
災
害
派
遣
を
行

っ
て
き
た
ん
だ
っ
て
。 

ま
た
、
不
発
弾
等
処
理
の
実
績
は
、
陸
上
に
お
い
て

発
見
さ
れ
た
不
発
弾
等
の
処
理
件
数
は
一
四
八
〇

件
、
処
理
重
量
は
約
５
３
ト
ン
、
海
上
に
お
け
る
爆

発
性
危
険
物
の
処
理
個
数
は
四
四
五
六
個
（
機
雷

の
処
理
実
績
な
し
）
処
理
重
量
は
約
二
・
八
ト
ン
だ

っ
た
ん
だ
。 

問
：
災
害
派
遣
に
行
っ
た
時
に
怪
我
す
る
こ
と
も
あ
る

よ
ね
。
医
療
費
っ
て
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
？ 

答
：
自
衛
官
は
自
衛
隊
病
院
等
で
治
療
し
た
と
き
は
費

用
が
か
か
ら
な
い
し
、
一
般
病
院
で
治
療
し
た
場

合
も
共
済
組
合
の
優
遇
制
度
が
あ
っ
て
自
己
負
担

額
の
上
限
が
国
の
高
額
医
療
費
制
度
に
よ
る
も
の

よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。 

一
か
月
あ
た
り
の
医
療
費
総
額
が
一

〇
〇
万
円
か
か
っ
た
場
合
、
窓
口
で

三
割
負
担
の
三
〇
万
円
を
支
払
う
よ

ね
。
で
も
、
例
え
ば
年
収
が
約
三
七

〇
万
〜
約
七
七
〇
万
円
の
所
得
区
分

の
人
の
高
額
医
療
費
制
度
の
上
限
額

を
計
算
す
る
と
八
万
七
四
三
〇
円
な

の
で
高
額
医
療
費
と
し
て
二
一
万
二

五
七
〇
円
が
約
三
ヶ
月
後
に
還
っ
て

く
る
ん
だ
。
さ
ら
に
、
自
衛
官
に
は

防
衛
省
共
済
組
合
の
優
遇
制
度
と
し

て
一
部
負
担
金
払
戻
金
と
い
う
付
加

給
付
制
度
が
あ
っ
て
六
万
二
四
〇
〇

円
還
っ
て
く
る
の
で
、
実
際
に
負
担
す
る
金
額
は

一
ヶ
月
あ
た
り
約
二
万
五
〇
〇
〇
円
程
度
で
収
ま

る
ん
だ
。 

で
も
、
退
官
後
は
こ
の
共
済
組
合
の
優
遇
制
度
は

な
く
な
る
よ
。
あ
と
、
先
進
医
療
や
免
疫
療
法
な
ど

公
的
医
療
保
険
範
囲
外
の
治
療
は
、
そ
も
そ
も
全

額
自
己
負
担
と
な
る
し
、
高
額
医
療
費
制
度
の
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
ね
。 

 

へ～！ 

そうなんだー！ 
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今
回
は
、
満
園
沼
南
支
部
長
、
川
村
館
山
支
部

長
、
若
梅
山
武
東
金
支
部
長
、
阿
比
留
柏
支
部

長
、
河
野
顧
問
、
安
達
会
長
、
河
西
監
事
役
を

含
め
、
千
葉
美
浜
（
２
名
）
、
船
橋
（
３
名
）
、

市
川
（
２
名
）
、
柏
（
５
名
）
、
沼
南
（
５
名
）
、

流
山
（
１
名
）
、
木
更
津
（
２
名
）
、
館
山
（
１

名
）
、
山
武
東
金
（
７
名
）
の
支
部
会
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
千
葉
県
郷
友
会
か
ら
も
、
鈴
木

会
長
以
下
７
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

穏
や
か
な
天
候
の
も
と
、
落
ち
葉
集
め
、
雑
草

抜
き
な
ど
を
水
分
補
給
を
行
い
な
が
ら
実
施

し
ま
し
た
。 

休
憩
時
間
に
お
い
て
は
、
竹
中
宮
司
か
ら
こ

れ
ま
で
の
奉
仕
活
動
に
対
す
る
謝
意
と
本
殿

等
主
要
建
造
物
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
令
和

３
年
度
内
に
は
、
新
境
内
地
（
千
葉
市
若
葉
区

桜
木
）
に
新
た
に
本
殿
・
社
務
所
等
を
移
転
し
、

ご
遷
座
す
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

   【
自
衛
隊
業
務
、
活
動
に
対
す
る
協
力
、
支
援
に
つ
い
て
】 

 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
い
て
部
隊
が
実
施
出
来
な

い
家
族
支
援
の
中
で
、
夷
隅
支
部
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
下

志
津
駐
屯
地
総
務
部
厚
生
課
よ
り
、
現
在
十
一
家
族
の

「
安
否
確
認
」
依
頼
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
夷
隅
支
部
総
会
で
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
た
め
日
頃
よ
り
「
災
害
情
報
連
絡
員
制
度
」

「
県
と
の
防
災
備
蓄
倉
庫
支
援
」
と
相
ま
っ
て
、
会
員
の

防
災
に
対
す
る

意
識
付
け
に
も

な
る
と
い
う
こ

と
か
ら
家
族
支

援
安
否
確
認
の

訓
練
に
資
す
る

目
的
で
年
２
回

発
行
（
二
月
一

日
・
九
月
一
日
）

の
「
隊
友
夷
隅

だ
よ
り
」
を
会

員
の
み
な
ら
ず
、

担
当
家
族
に
も

配
布
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

配
布
時
に
は
下
志
津
駐
屯

地
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
家
族
支

援
担
当
者
証
明
書
」
を
持
参

し
、
ご
不
在
の
お
宅
に
は
ポ
ス

ト
イ
ン
し
て
き
ま
し
た
。
早

速
、
夷
隅
地
区
の
一
家
族
か
ら

「
《
隊
友
夷
隅
だ
よ
り
》
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
い

う
お
便
り
を
い
た
だ
き
感
激

し
て
い
ま
す
。 

最
初
の
顔
合

わ
せ
時
も
お
持
ち
し
た
こ
と

も
あ
り
、
隊
員
家
族
と
の
絆
が

深
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

夷
隅
支
部 

高
橋 

清
三 

      

市
川
支
部
は
二
〇
〇
九
年
四
月
に
支
部
長
と
な
っ
た

永
井
氏
が
「
支
部
だ
よ
り
」
の
発
行
を
始
め
ま
し
た
。 

そ
の
第
一
号
は
二
〇
〇
九
年
五
月
二
〇
日
に
発
行
さ
れ

ま
し
た
。 

第
一
号
の
永
井
前
支
部
長
の
挨
拶
文
で
す
。 

「
本
年
四
月
か
ら
千
葉
県
隊
友
会
市
川
支
部
長
と
な
り

◆
市
川
支
部
◆ 

◆
夷
隅
支
部
◆ 

千葉県護国神社 令和３年春季大祭奉仕活動（４月３日（土）） 
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ま
し
た
「
永
井
」
で
す
。
陸
上
自
衛
隊
出
身
で
、
現
在
、

損
害
保
険
会
社
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
六
〇
歳

の
還
暦
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
す
。
隊
友
会
の
法
人
化
に

伴
い
、
支
部
に
お
い
て
も
各
種
の
公
益
事
業
を
行
な
う

こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
先
ず
支

部
組
織
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。
今
年
は
こ

の
点
を
重
視
し
て
支
部
の
活
動
を
進
め
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
」 

年
度
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
活
動
の
ほ

と
ん
ど
は
現
在
で
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
護
国
神
社
の
奉
仕
活
動
は
毎
年
春
秋
二
回
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
の
画
像
を
紹
介
し
ま
す
。 

ま
た
機
関
紙
「
隊
友
」
の
手
配
り
や
「
市
川
市
歴
史
散

歩
」
と
言
う
散
策
し
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
活
動
も
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
隊
友
会
員
で
も
あ
り
ま
す
家
族
会
会

長
が
音
頭
を
取
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。 

永
井
氏
は
九
年
間
支
部
長
を
続
け
ら
れ
二
〇
一
九
年

四
月
に
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
活
動
は
概
ね
引

き
継
が
れ
支
部
だ
よ
り
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

各
種
行
事
を
継
続
し
会
の
目
的
達
成
の
た
め
支
部
会
員

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
進
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

市
川
支
部 

金
井 

泉
寿 

  


